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研究成果の概要（和文）： 

 

  本研究では、大規模な実態調査にもとづき、プロセス志向性、知識創造能力などの組

織特性がイノベーション経営度や ICT利活用効果との関連性を検証し、「プロセス志向度の

高い企業は業界内で比較優位にあり， ICT を有効に活用している」ことや「表出化活動の

実施度合いが他の活動と比して低い組織は IT投資成果を得にくい」などの結果が得られた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 
  Based on empirical data, we studied subjects including effect of Organizational 
IQ on the relationship between IT investment and labor productivity; the value of 
intangible assets; the effect of knowledge creating capabilities on corporate 
performance; Enhancing IT value through Business Process Management. Our study shows 
that the firm performance and the return on IT expenditure are correlated with level 
of process oriented.  
 

交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2008 年度 9400000 2820000 12220000 

2009 年度 15200000 4560000 19760000 

2010 年度 9800000 2940000 12740000 

年度    

  年度    

総 計 34400000 10320000 44720000 

 

 

研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：経営学・経営学 

キーワード：経営情報、IT投資、組織 IQ、生産性、IT Investment、Organizational IQ 
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れるところであるが、以下では、IT経費、IT
支出などと区別せず、一般的な用語として用
いる)の貢献については、1990 年代後半より、
先進国において実証研究の蓄積が進み、大方
の合意が存在している。一方、ミクロ（企業・
事業）レベルでは、主に米国において、大サ
ンプルの実証研究の蓄積が進んでいる。これ
らの研究の特徴は、組織要因を重視し、IT 投
資の経営成果への影響は、組織特性に依存す
るという立場に立っていることである。 

我が国における大サンプルの実証研究は、
最近ようやく行われるようになった。たとえ
ば、元橋（2005）は先駆的な例だが、IT 要
因のみを独立変数とし、経営成果や組織特性
等はいずれも従属変数として取り扱われて
いる。その意味で、先行する米国の研究のよ
うに IT 要因と組織特性を独立変数として経
営成果を説明する枠組に立脚した大サンプ
ルの実証研究は、我々のグループを除いては
行われていない。 

研究代表者らは、IT 投資を経営成果に反
映させるためには組織特性が重要な要因で
ある、という観点から、数年前から大サンプ
ルの実証研究に取り組み、研究を行ってきて
いる。 

本研究計画においては、組織特性として、
「組織 IQ 概念」を採用する。研究分担者の
平野は、経済産業省のプロジェクトにおいて
組織 IQ 枠組を用いて、大きな成功を収めた
が、本研究計画では、この組織 IQ の枠組を
IT 投資と組合せて、経営成果との関係を明
らかにしようとしている。この方法論の有効
性は、IT 投資と組織 IQ 指標を独立変数とし、
売上高あたりの利益あるいは従業員あたり
の利益ならびに付加価値などを従属変数と
するモデルを、経済産業省による「情報処理
実態調査」の個票データと、先進中小企業の
報告書データ（IT 経営百選）の分析に用い
て、明確な結論を得ることにより確認した。 

 

２．研究の目的 

 

米国におけるミクロ（企業・事業・組織）
レベルの実証研究によって、IT 投資の経営
成果への影響は、組織特性によって大きく変
わることが知られてきている。本研究は、組
織特性として組織 IQ概念を用いて、IT 投資
と経営成果との関係を実証的に探求し、IT 
有効活用のための組織特性条件を明らかに
しようとするものである。さらに、本研究に
もとづいて、望ましい組織特性実現のための
方策を提言することにより、我が国における
企業・事業・組織レベルにおける IT 投資の
適正化・効率化のために、データに基づいた
指針を与えることを目的としている。これに
より、マクロ（国家経済・産業）レベルにお
ける IT 投資の適正化・効率化と相まって、

国民経済の効率化・厚生の増大に対する多大
な寄与が期待される。 
本研究課題の目的は、組織特性として組織

IQ 概念を用いて、IT 投資・組織特性・経営
成果に関する大規模データベースを構築し、
これら 3 変数群間の関係を実証的に調査す
ることにより、IT 有効活用のための組織特
性条件を明らかし、また、海外における同様
の研究と比較することにより、我が国の特徴
を明らかにすることである。 

 

３．研究の方法 

 
経済産業省「情報処理実態調査」のデー

タに対する IT 投資・組織 IQ・経営成果に
関する平成 17、18 年度の分析の結果にもと
づいて、本研究課題で想定している基本モ
デル（下図参照）： 

経営成果 ＝ F（IT 投資, 組織 IQ） 
をベースに、 

(1)IT 投資：「情報処理実態調査」の個票 
(2)組織 IQ：アンケート 
(3)経営成果：公表データ 

からなるデータベースを構築し、構築され
たデータベースについて、相関分析や分散
分析などの基本的な統計分析だけでなく、
共分散構造分析を行う。また、基本モデル
以外の可能性についても検討し、必要に応
じて小規模な補完調査も行う。分析の中間
結果を公表したうえ、国内外の研究者・実
務家と意見交換を行い、共同研究をすすめ
ていく。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 

平成２０年度に行った研究活動の主なも

のとして，研究代表者による「プロセス志

向企業(Process Oriented Enterprise- 

POE)」モデルの提案があげられる。このモ

デルは，プロセス志向土壌，プロセス志向

組織，プロセス志向実践の3階層からなって

おり，各階層におけるプロセス志向活動が

 

入力 出力

組織特性IT投資 経営成果

経産省情報処理実態調査

公開されている財務データ

組織IQに関する独自のアンケート調査

入力 出力

組織特性IT投資 経営成果

経産省情報処理実態調査

公開されている財務データ

組織IQに関する独自のアンケート調査



 

 

高いほど，ICTを利活用することができると

いう仮説が導出されるものとなっている。

飯島は，このモデルにもとづき，『プロセス

志向イノベーション推進会議』という会議

体を日本BPM協会と立ちあげ，その議長とし

て活動をリードし，9月には大規模な実態調

査を実施した。この調査結果を分析したと

ころ，プロセス志向度の高い企業は，そう

でない企業に比べて，売上高成長率，利益

率ともに業界内で比較優位にあり，また，

そうでない企業に比べるとICTを有効に活

用していることが，顕著に現れる結果が得

られた。これについては，2月に開催したシ

ンポジウムで発表し，大きな反響があった

。また、組織面では，平成１９年に申請者

のグループが行った組織特性アンケート調

査と公表業績データを用いて，企業の業績

は，組織成員の能力（平均給与で代理）よ

りも組織の性能（組織ＩＱで測定）の影響

を強く受けていることを実証的に示した。

このことは，ＩＴ投資と経営成果との関係

を論ずる際，ＩＴ投資の成果が組 織成員の

能力（たとえば，ＩＴリテラシー）よりも

組織特性により強く影響されるという主張

の裏付けとなるもので，本研究計画の基本

的な枠組み上確認しておく必要があった。 

 

平成２１年度に、研究代表者の飯島が企

業間取引関係と業績の関係、および業務に

おけるモバイルソリューションの国際比較

を通じて、IT利活用の方策について考察し

た。また、「イノベーション経営研究会」の

主査として、上場企業1990社を対象とする

大規模な調査を実施（有効回答数203）し、

プロセス志向性などの組織特性とイノベー

ション経営度との関連について分析を行っ

た。さらに、BPMの新たな方法論DEMOに関す

るシンポジウムをわが国で初めて開催し、

その普及に努めた。研究分担者の平野が、

前年度までの実証研究の結果からの教訓を

整理するとともに、IT価値の実現法の一つ

としてのBPO (business process 

outsourcing)のあり方とこれにかかわるリ

スクについて研究を進め、途中までの成果

を学会等で報告した。さらに、IT価値の実

現するための組織に関する研究方法につい

て検討を進めた。研究分担者の妹尾が、IT

投資の成果に影響を与える組織特性につい

て、知識創造能力の観点から分析をおこな

った結果、表出化活動の実施度合いが他の

活動と比して低い組織はIT投資成果を得に

くいことがわかり、個々人の能力増強だけ

への注力ではなく、チームでの対話や概念

創造の機会が失われないような留意が大切

であることを示した。また、アンケート票

作成に向け、知識創造活動の重要度と時間

配分の関係について回答者の傾向を分析し

た。研究分担者の蜂谷が、前年度における

先行研究のサーベイに基づき、企業レベル

における実証分析のためのリサーチ･デザ

インを行った。基本的なアジェンダは、第

一にビジネスプロセスを核にした分析枠組

みの拡張，第二に価値概念の整理と競争優

位概念との接合、第三に統計的視点からみ

た分析手法の洗練化と成果指標の再検討で

ある。また、近接領域としてITを含む無形

資産投資の効果に関する研究を射程に入れ

、理論および実証モデルの構築を行った。 

 

平成２２年度に、研究代表者の飯島は、当

該企業のBPO（ビジネスプロセス志向性）が

高いことが、IT投資を有効に利活用するた

めの重要な要因であることを、文献及び大

規模調査によって明らかにするとともに、

計画的行動理論にもとづき、BPOが意識を行

動に、行動を成果に繋げることに寄与する

ことを明らかにした。また、企業活動が「

人間活動システム」であるという観点から

、ひとのつながりに焦点を当てたBPMの方法

論であるDEMOについて、様々な観点から研

究を進め、広く普及に努めた。 

 研究分担者の蜂谷は、競争優位の源泉

としてのITが企業のパフォーマンスにどの

ような影響を与えるかについて研究を行っ

た。本年度は実証的な検証可能性を中心に

検討を行い、ITの近接領域として、データ

の抽出が容易な無形資産を取り上げ、企業

の競争環境や資源制約を所与としたときに

、どのような無形資産投資が市場評価に対

して、より効果的かを検証した。この成果

をまとめた論文はIJTM誌で受理された。研

究分担者の妹尾は、IT投資の成果に影響を

与える組織特性について、昨年度とは異な

る分析単位（昨年度は企業業績だったが、

本年度は事業業績）を用いた分析を行い、

ある時点での静的な事業業績（市場シェア

）ではなく、動的な事業業績（市場シェア

動向）の方が、知識創造プロセスとの結び

付きが強いことを明らかにした。また、「知

的生産性向上における個人と組織の結びつ

き」についての分類と整理を行い、知的生

産性研究委員会や著書を通じて発表した。



 

 

研究分担者の平野は、昨年度までの成果に

立脚して、IT投資が経営価値に影響を与え

るいくつかの局面について研究を進めた。

組織IQやアウトソーシングの効果について

、一定の成果を得ると共に、定量的な測定

が難しいときの効果の測定法としてのBSC

の有効性を検証した。また、中小企業とB2C

型eコマースを対象に、文化が経営価値に及

ぼす影響についても考察した。 
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